
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓『誠健勤和』

「読解力」を育む 

校長  大 場 八 仁  
  これからの子どもたちには、膨大な情報や情報技術そのものを使いこなしていかなければならない社会や、必要な情

報を集め、選び、整理し、自分の主張と組み合わせながら、多様な考えの人々と協働するために、受け手を意識しなが

ら伝えることが重要となる社会を生きていくため、「情報活用能力」が必要であると言われています。そのために、小

学校や高校ではプログラミング教育が必修化され、課題を設定する力やプログラミング的思考を発揮して解決策を構想

し具体化する力の育成等を目指し、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した学習がさかんに行われてきています。 

  しかし、「情報活用能力」はただ単にパソコンやタブレットを使えば身につく能力ではありません。多様な情報にふ

れる機会を確保しながら、目にした情報を論理的に整理統合し必要な情報を見いだし活用する経験が重要であり、これ

を体験する学習が子どもたちに必要なのは言うまでもありません。 

 ですが、ここで最近、また新たな課題を感じています。それは、目にした情報から自分の必要な情報を整理統合する

以前に、適切に情報を読み取る力が備わっていない生徒が多いことです。これは近年、私を含めた大人にも多く存在す

る課題かもしれません。情報を読み取る力が身についていない生徒には次のような傾向（行動）が見られます。 

 ・板書された文章が理解できていないため、一語（または短い言葉）ごとノートに書き写す。 

 ・教科書で、要点らしい箇所に下線は引けても、要約できない。 

 ・文の構造を正しく把握できておらず、その文が何を説明しているかや、使われている指示語が何を指し示めしてい

るかを正しく説明できない。 

 ・グラフや図を見ても、表す内容や、文章による説明との対応を正しく判断できない。 

 ・語彙が極端に少なく、新聞が読めない。（読んでも書いてある内容を理解できていない。） 

 ・短い言葉を利用するSNSに慣れ親しみ、長い文章を読む機会が極端に少なくなっている。 

などが挙げられ、適切に情報が読み取れないため多くの学習で支障が見られる状態となっています。 

 適切に情報を読み取る力は、『読解力』や『基礎的読解力（リーディングスキル）』と言われています。この『読解力』

は、これからの社会で必要な「情報活用能力」の前提となる力であり、確かな知識・技能の習得と、思考力・判断力・

表現力などの育成の基礎となる力であると言えます。そのため、西中では、全教科で「読解力を高める指導の工夫」に

取り組んでいます。ある教科では、「教科書の音読と文章内容を頭の中でイメージ化する時間の確保」を、他の教科で

は「つまり？まとめると？などの簡単な要約を必ず行う」や「語句の定義を書かせ、言葉の意味を考える習慣の定着を

図る」など、教科の特性を生かし「読解力」定着に向け指導に当たっています。また、１年生では、「リーディングス

キルテスト」の実施を計画し、その結果を指導に生かす予定です。読解力の向上が、西中の目指す「自ら判断し主体的

に行動する生徒の育成」につながるとともに、これからの社会を力強く生き抜くための「情報活用能力」の育成に必要

不可欠と考え指導に努めています。 

 学校では、教科書が読める読解力の育成を目指します。どうかご家庭では、ＴＶやネットの 

ニュースだけではなく新聞も家族で読みあい、その内容を話題に適切な読みとりと語彙力の向 

上に努めながらお子さんの読解力を育ててください。家庭と学校での同一歩調による指導で、 

次代を担う子どもたちを育てていきたいと考えています。 

― ＰＴＡ役員会開催 ― 富良野西中学校 

《学校だより》 

令和２年６月３０日 

６月号 

６月２５日（木）１８：３０より、本校美術室で「ＰＴＡ役員会」を開催しました。４月に予定されて 

いたＰＴＡ総会も中止となり書面決議となったため、今年度、役員が集まるのは初めてでした。 

 この会の中では、書面決議となった「ＰＴＡ活動やスポーツ文化振興会の事業計画の確認」、「体育大会や 

お祭り巡視への協力」等が話し合われました。特に、「体育大会」については、感染症リスクを限りなく減 

らした上で、子ども達の成長を促すとともに思い出に残る学校行事とするため、教職員とＰＴＡ役員で知恵 

を出し合っています。この状況下の中でできる最善を目指し、７月にもＰＴＡ役員会を開催し、話し合うこ 

とになりました。ＰＴＡ役員はもとより、全ての保護者の皆様と学校、地域が連携しながら、全ての子ども 

達のために力を尽くしていきたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 金倉会長からメッセージをお預かりいたしておりますので、皆様にご紹介いたします。 

― 新調!! ＺＥＲＯバッヂ ― 

『ＰＴＡ会長就任のご挨拶』              富良野西中学校ＰＴＡ会長  金倉 康裕 

異例の形での新年度スタート。その中でＰＴＡ総会も今年度につきましては、新型コロナウイルス感染症 

拡大防止の観点から開催を見送ることといたしました。書面による開催と苦肉の策ではございますが、皆様 

にはご理解・ご協力をいただき、感謝申し上げます。 

                         会長という責務の重さを感じており、本来であれば 

皆様の前で直接、ご挨拶させていただくのですが、書 

面にて失礼いたします。 

                         会員の皆様におかれましては、今後の学校生活にお 

いて、心配なことや不安なことが多々あると思います。 

学校も状況に合わせた経営を検討されています。先生 

方は、生徒のために最善を尽くしてくださると思いま 

すので、保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいた 

します。 
 

                         ＰＴＡ役員も、より一層、力を結束し頑張ってまい 

りますので、重ねてお願いを申し上げまして、会長就 

任の挨拶とさせていただきます。役員一同、どうぞ、 

よろしくお願いいたします。 
 

                           

生徒会が中心となって取り組んでいる「ＺＥＲＯ運動」は、今年度１０年目を迎えました。そこで、節目 

の年ということもあり、「ＺＥＲＯバッヂ」を新調 

することになりました。 

全校生徒からバッヂのデザインを募集し、生徒 

会役員で１５の作品にしぼりました。これから生 

徒の投票を参考にしながら採用される作品が決定 

します。 

今後、選ばれたデザインが缶バッヂになります。 

新しい缶バッヂをつけて、生徒の皆さんが設定し 

たＺＥＲＯ運動に対する副題「～一日一善～笑顔 

あふれる学校に」を達成するよう心がけて学校生 

活を過ごしてほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    1（水） 内科健診（２年）    10（金） 参観日（3-1、3-2） 17（金） 英語検定（一次） 

    2（木） 内科健診（１年）          漢字検定       21（火） 高校説明会（３年） 

    6（月） 職員会議        13（月） 全校集会       22（水） ＰＴＡ役員会 

    7（火） 参観日（1-1、2-1）  15（水） 中間テスト（全）   29（水） ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽｷﾙﾃｽﾄ(１年) 

             第1回学校運営協議会  16（木） 耳鼻科健診      31（金） １学期終業式 

    8（水） 参観日（1-2、2-2）       尿検査(二次) 

     9（木） 参観日（1-3、2-3）  17（金） 心電図検査（１年） 

６月の西中 
ZERO運動月別目標 

「目標に向かって 
励まし合おう」 

月別 保健目標 

「歯の健康を見直そう！」 

－ 部活動再開 － 
 待ちに待った部活動の再開です。 

 西中は、生徒の心のケアを最優先とし、６月１日の学校再開翌日から教育相談を行い、生徒の様子を確認してか

ら部活動を再開しました。最初の１週間は、生徒の身体面の配慮から時間制限を設け、活動と休息をうまく組み合

わせてスタートさせました。６月下旬から活動時間を延ばし、それに比例して生徒の様子も熱気を帯びてきまし

た。 

 部活動の目的は、技術の向上ばかりではありません。他の生徒と活動をともにすることにより、時には思いや意

見が食い違うこともあるでしょう。思いや意見の食い違いを乗り越え解決したときに、さらにまとまりのある部、

そして何より、生徒個々の心身が大きく成長することでしょう。再開後の部活動による成長を期待します。 

「ラジオ版 少年の主張」 ～放送時間決定～ 

５月の学校だよりでお伝えした「ラジオ版 少年の主張」が、７月６日（月）、７日（火）の１８：００より

「ＦＭラジオふらの（77.1MHz）で放送されることになりました。また、放送順が下記の通りに決まりまし

たのでお伝えいたします。 

放送に先立って、６月１９日に本校放送室で４名の主張を収録しました。収録前は、４名とも緊張していま

したが、いざ本番になると、堂々とした態度でマイクに向かって話していました。 

〈７月６日（月）放送〉 

発表順１（全体１）  福士花榎良 さん（2年２組）「後悔と向き合う」 

発表順６（全体６）  菅原 吏星 さん（3年２組）「『普通』って何だろう」 

〈７月７日（火）放送〉 

発表順２（全体８）  内山  亮 さん（2年１組）「不便を忘れた世の中」 

発表順４（全体１０） 田代あかり さん（3年２組）「学校に行く理由」 

 【お詫び】 

 先日、「学校暦（６月改訂版）」をお渡しいたしましたが、８月の「学校閉庁日」

に関わって、下記の通り訂正いたします。 

（誤）８月１３，１４，１５日 → （正）８月１２，１３，１４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 工夫を凝らした「全校集会」 ― 

野球部 

 

サッカー部 

 

卓球部 

 

男子バスケ部 

 

６月１８日（木）、全校集会を行いました。「密」になることを避けるため、放送を活用した全校集会としま

した。生徒会役員が玄関ホールに集まり、「図書室の本の貸し出し期限」や「服装について」等、学校生活に関

わる内容をクイズ問題ﾞにし、伝えていました。教室で全校集会に参加した生徒は、楽しく、かつ、興味をもっ

て視聴していました。 

 今回の集会の内容を振り返り、 

これからの学校生活に活かして 

ほしいと思います。 

女子バスケ部 

 

女子バレー部 

 

吹奏楽部 

 

美術部 

 

男子バレー部 

 

ソフトテニス部 

 

陸上クラブ 

 

  

ありがとうございます～ 緑峰高校からｽﾃﾝﾄﾞﾌﾗﾜｰの寄贈 ～ 

富良野緑峰高校電気システム科工業クラブの皆さんから、「感染症拡大の中、大変

な生活と心に明かりを灯すように」という思いで、右写真のようなステンドフラワー

を寄贈していただきました。大変ありがとうございました。 

ステンドフラワーは、西中玄関ホールに飾っております。本校にお立ち寄りの際

は、ご覧いただきたいと思います。 

熱演!! 
寸劇を交えてクイズを出題。 


